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「
都
合
」
　
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て

目
　
次

は
じ
め
　
に

一
、
中
国
に
お
け
る
「
都
合
」
と
上
代
の
「
都
合
」

二
、
平
安
時
代
の
「
都
合
」

三
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
「
都
合
」
　
－
専
門
用
語
か
ら
一
般
用
語
へ
　
ー

四
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
「
都
合
」
1
「
惣
都
合
」
登
場
の
背
景
－

む
　
す
　
び

原

卓
　
　
志

は
じ
め
に

鎌
倉
時
代
に
成
立
し
た
軍
記
物
語
で
は
、
軍
勢
の
総
数
な
ど
を
具
体
的
な
数
量
で
表
現
す
る
際
に
「
都
合
」
と
い
う
語
を
頻
用
す
る
。
例

（1）

え
ば
、
覚
一
本
系
『
平
家
物
語
』
　
に
は
、
次
の
よ
う
に
「
都
合
」
が
使
用
さ
れ
て
い
て
、
総
計
四
十
一
例
見
ら
れ
る
。

○
吾
身
の
柴
花
を
極
る
の
み
な
ら
ず
、
一
門
共
に
繁
昌
し
て
、
嫡
子
重
盛
、
内
大
臣
の
左
大
将
、
次
男
宗
盛
、
中
納
言
の
右
大
将
、
三
男

知
盛
、
三
位
中
将
、
嫡
孫
維
盛
、
四
位
少
将
、
矧
u
可
一
門
の
公
卿
十
六
人
、
殿
上
人
相
徐
人
、
諸
国
の
受
領
、
衛
府
、
諸
司
、
剰
創

六
十
飴
人
な
り
。
（
巻
第
一
）



○
片
田
舎
の
侍
ど
も
の
、
こ
は
ら
か
に
て
入
道
殿
の
仰
よ
り
外
は
、
又
お
そ
ろ
し
き
事
な
し
と
思
ふ
者
ど
も
、
難
波
・
瀬
尾
を
は
じ
め
と

し
て
、
蟄
瑚
六
十
徐
人
召
よ
せ
、
（
巻
第
一
）

「
都
合
」
以
外
に
は
、
右
の
第
一
例
日
の
よ
う
に
「
惣
じ
て
」
を
用
い
る
例
が
二
例
、
ま
た
、
次
掲
の
よ
う
に
「
す
べ
て
」
を
用
い
る
例
が

二
例
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

○
そ
れ
よ
り
こ
の
か
た
、
野
心
を
さ
し
は
さ
ん
で
朝
威
を
は
ろ
ば
さ
ん
と
す
る
輩
、
大
石
山
丸
、
大
山
王
子
、
（
中
略
）
悪
左
府
・
悪
衛
門

督
に
い
た
る
ま
で
、
忍
可
廿
鈴
人
、
さ
れ
ど
も
一
人
と
し
て
素
懐
を
と
ぐ
る
物
な
し
。
（
巻
第
五
）

へ

1

－

、

こ
の
よ
う
に
、
『
平
家
物
語
』
で
は
、
数
量
の
合
計
を
導
く
表
現
の
中
心
的
な
語
と
し
て
「
都
合
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
数
量
の
合
計
を
導
く
表
現
に
関
す
る
語
彙
の
体
系
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
一
段
階
と
し
て
、
こ
の
「
都
合
」
を
取
り
上
げ
、

上
代
か
ら
鎌
倉
時
代
の
使
用
実
態
と
意
味
・
用
法
を
分
析
し
、
中
世
に
数
量
の
合
計
を
導
く
表
現
の
中
心
的
な
語
に
い
た
る
ま
で
の
経
過
を

考
察
し
て
み
た
い
。

な
お
、
上
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
の
「
都
合
」
が
、
音
読
さ
れ
る
語
で
あ
っ
た
の
か
、
訓
読
さ
れ
る
語
で
あ
っ
た
の
か
、
訓
読
さ
れ

る
の
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
訓
読
さ
れ
た
の
か
な
ど
、
読
み
方
が
不
明
で
あ
る
と
い
う
問
題
が
存
す
る
。
本
稿
で
は
、
ひ
と
ま
ず
「
都
合
」

の
読
み
方
に
つ
い
て
の
問
題
を
捨
象
し
て
、
「
都
合
」
と
い
う
漢
字
連
続
、
す
な
わ
ち
達
文
「
都
合
」
を
考
察
の
対
象
と
し
た
い
。
し
た
が
っ

て
、
特
に
こ
と
わ
り
が
な
い
場
合
、
「
都
合
」
は
達
文
「
都
合
」
を
指
す
も
の
と
す
る
。

一
、
中
国
に
お
け
る
「
都
合
」
と
上
代
の
「
都
合
」

我
国
上
代
に
見
ら
れ
る
達
文
「
都
合
」
の
使
用
実
態
に
つ
い
て
言
及
す
る
前
に
、
中
国
古
典
に
お
け
る
「
都
合
」
の
使
用
状
況
に
つ
い
て

触
れ
て
お
き
た
い
。
中
国
古
典
の
う
ち
、
漢
籍
類
に
「
都
合
」
の
使
用
例
を
求
め
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
『
凧
文
韻
府
』
に
は
使
用

例
が
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
『
漢
語
大
詞
典
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
『
大
漢
和
辞
典
』
に
は
元
の
馬
端
臨
の
撰
に
な
る
『
文
献
通
考
』

「
都
合
」
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
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か
ら
次
の
例
を
引
用
す
る
の
み
で
あ
る
。

〇
八
柱
之
外
、
柱
傍
線
有
こ
三
軍
、
剤
創
百
一
十
柱
。
（
祀
考
・
大
享
明
堂
）

漢
籍
類
と
同
様
に
、
仏
書
羊
に
つ
い
て
も
「
都
合
」
の
使
用
例
を
指
摘
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
現
在
ま
で
に
見
出
し
得
た
例
は
次
の
よ
う
な

も
の
に
止
ま
る
。

○
復
白
王
言
。
善
哉
大
王
。
願
乞
歓
喜
。
己
得
大
王
六
十
四
銭
。
今
者
願
王
。
更
輿
一
銭
。
我
今
復
往
彼
村
衆
落
。
自
取
一
銭
。
割
合
得

成
六
十
六
枚
。
（
仏
本
行
集
経
・
巻
第
五
十
四
、
大
正
蔵
経
第
三
巻
九
〇
二
頁
中
段
）

○
以
三
渇
磨
通
前
畢
白
故
云
白
四
。
若
就
緑
約
相
。
朝
竺
百
三
十
四
掲
磨
。
略
言
如
此
。
（
四
分
律
刑
繁
補
間
行
事
紗
・
巻
上
一
、
大
正
蔵

経
第
四
〇
巻
一
二
頁
上
段
）

○
此
一
任
虞
一
布
薩
大
僧
若
干
沙
禰
若
干
割
合
若
干
人
。
（
同
右
・
巻
上
四
、
大
正
蔵
経
第
四
〇
巻
三
六
昇
中
段
）

○
先
作
是
三
種
観
。
酬
合
方
成
種
子
。
（
大
毘
慮
遮
那
成
仏
経
疏
・
巻
第
十
、
大
正
蔵
経
第
三
九
巻
六
八
九
貢
上
段
）

「

ク

レ

」

　

　

　

　

　

「

ス

ヘ

」

　

　

　

「
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テ

」

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

3

）

▽
先
ツ
是
の
三
種
の
観
を
作
（
り
）
　
て
、
都
－
合
し
て
方
に
種
子
と
成
せ
。
（
高
山
寺
本
大
毘
庭
遮
那
成
仏
経
疏
永
保
点
）

更
に
調
査
資
料
を
広
げ
て
「
都
合
」
の
使
用
例
を
収
集
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
少
数
な
が
ら
も
以
上
の
よ
う
な
使
用
例
が
中
国
側
の
文
献
に

見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
「
都
合
」
が
中
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
達
文
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
漢
籍
に
見
出
し

難
く
、
仏
書
の
う
ち
で
も
『
四
分
律
個
繁
補
閲
行
事
妙
』
『
大
毘
慮
遮
那
成
仏
経
疏
』
　
の
よ
う
な
仏
典
注
釈
書
に
見
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
、

漢
訳
仏
典
の
『
仏
本
行
集
経
』
で
は
会
話
文
中
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
六
朝
末
頃
か
ら
行
わ
れ
た
俗
語
的
な
表
現
、

（4）

あ
る
い
は
口
頭
語
的
な
表
現
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

中
国
古
典
に
見
ら
れ
る
用
例
か
ら
、
「
都
合
」
の
原
義
は
「
す
べ
て
（
都
）
あ
わ
せ
る
（
合
）
」
で
あ
り
、
『
大
毘
慮
遮
那
成
仏
経
疏
』
　
の
例

は
そ
の
原
義
の
ま
ま
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
、
「
す
べ
て
あ
わ
せ
た
」
結
果
と
し
て
合
計
さ
れ
た
具
体
的
な
数
量

を
導
く
「
合
計
（
す
る
・
し
て
）
」
の
意
味
に
も
使
用
さ
れ
、
『
仏
本
行
集
経
』
『
四
分
律
刑
繁
補
閲
行
事
紗
』
『
文
献
通
考
』
の
例
が
こ
れ
に
あ



た
る
。さ

て
、
我
国
上
代
の
文
献
で
「
都
合
」
が
使
用
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
調
査
す
る
と
、
「
都
合
」
が
使
用
さ
れ
る
文
献
に
は
偏
り
が
あ
り
、

ど
の
よ
う
な
文
献
に
も
一
般
的
に
使
用
さ
れ
る
達
文
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
「
都
合
」
が
使
用
さ
れ
た
例
と
し
て
は
、
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
。
な
お
、
参
考
ま
で
に
数
量
の
計
算
に
関
す
る
構
造
を
用
例
の
下
に
図
示
す
る
。

○
（
尾
張
国
正
税
帳
・
寧
楽
遺
文
・
天
平
六
年
）

倉
陸
間
口
□
□

都
創
定
参
拾
参
間
〔
不
動
穀
倉
七
間
、
精
倉
一
間
、
屋
五
問
、
空
倉
四
問
、
動
用
穀
倉
六
間
、
穎
倉
六
間
、
倉
下
三
間
、
空
倉
一
間
〕

○
（
長
門
国
正
税
帳
・
寧
楽
遺
文
・
天
平
九
年
）

正
倉
萱
倍
捌
拾
漆
間
破
壊
五
間
道
萱
伯
捌
拾
式
間

今
造
新
倉
式
間
瓦
倉

合
定
正
倉
萱
伯
捌
拾
韓
間

借
倉
式
拾
間

借
屋
捌
間
止
五
間
遺
参
間

割
合
l
定
式
伯
漆
問
（
以
下
略
）

○
（
越
前
国
郡
稲
帳
・
寧
楽
遺
文
・
天
平
五
年
）

敦
賀
郡
天
平
三
年
定
郡
稽
参
仔
捌
拾
陸
束
陸
把

出
撃
萱
仔
参
拾
陸
束
利
五
百
一
十
八
束

合
納
萱
仔
伍
伯
伍
拾
津
束

残
式
仔
伍
拾
束
陸
把

死
馬
皮
董
張
直
積
萱
拾
束

「
都
合
」
　
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て

出
撃
萱
仔
参
拾
陛

利
五
百
一
十
八
束

頂
且
納
豆
仔
伍
伯
伍
拾
辟
束

残
式
仔
伍
拾
束
陸
把

死
馬
皮
羞
張
直
積
重
拾
束

囲
璃
参
仔
陸
伯

豆
拾
韓
束
陸
把
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利
剣
楕
参
仔
陸
伯
萱
拾
韓
束
陸
把

○
（
安
房
国
義
倉
帳
・
寧
楽
遺
文
・
天
平
二
年
）

遺
菅
粟
漆
拾
萱
斜
陸
升
伍
合

新
輸
巽
萱
拾
参
斜
参
斗

都
合
粟
捌
拾
辟
斜
参
斗
陸
升
伍
合

遺
曹
粟
漆
拾
萱
斜
陸
升
伍
合

新
輸
粟
萱
拾
参
斜
参
斗

甘
栗
捌
拾
箭
参
斗
陸
升
伍
合

右
に
掲
げ
た
他
に
、
『
寧
楽
遺
文
』
所
収
の
駿
河
・
伊
豆
・
隠
岐
・
周
防
・
豊
後
・
薩
摩
の
各
国
の
正
税
帳
に
も
「
都
合
」
の
使
用
が
認
め

ら
れ
る
。
ま
た
、
「
讃
岐
国
山
田
郡
弘
福
寺
領
田
図
（
天
平
七
年
）
」
「
法
隆
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
（
天
平
一
九
年
）
」
「
越
前
国
諸
荘
々
券

〔
東
大
寺
使
解
〕
（
天
平
神
護
二
年
）
」
に
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
、
税
や
年
貢
、
あ
る
い
は
領
地
に
関
す
る
台
帳
目
録
類
に
偏
っ
て
「
都
合
」

が
使
用
さ
れ
、
『
寧
楽
遺
文
』
所
収
の
そ
の
他
の
文
書
に
は
そ
の
使
用
例
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

上
代
の
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
に
は
、
数
量
の
合
計
に
関
す
る
表
現
に
「
井
（
あ
は
せ
て
）
」
「
凡
（
お
ほ
よ
そ
・
す
べ
て
）
・
繰
（
す
べ
て
）
」

（5）

が
使
用
さ
れ
、
「
都
合
」
　
の
使
用
は
認
め
ら
れ
な
い
。

〇
日
l
l
大
事
忍
男
神
一
至
二
秋
津
比
売
神
l
珊
十
神
。
（
古
事
記
・
上
巻
、
二
六
頁
）

〇
日
二
抹
那
蟄
神
童
二
国
之
久
比
著
母
智
神
」
剤
八
神
。
（
古
事
記
・
上
巻
、
二
六
頁
）

○
故
、
受
レ
命
以
貢
－
上
人
、
名
和
迩
吉
師
。
即
論
語
十
巻
・
千
字
文
一
巻
、
期
十
一
巻
、
付
二
是
人
一
即
貢
－
進
。
（
古
事
記
・
中
巻
、
二

一
四
頁
）

〇
三
年
春
三
月
、
新
羅
王
子
天
日
槍
来
蹄
鳶
。
将
来
物
、
羽
太
玉
一
箇
、
足
高
玉
一
箇
、
鵜
歴
々
赤
石
玉
〓
園
、
出
石
小
刀
一
口
、
出

石
梓
一
枝
、
日
鏡
一
面
、
熊
神
籠
二
具
、
矧
七
物
。
則
蔵
二
子
但
馬
固
い
常
夢
細
物
】
也
。
（
日
本
書
紀
・
垂
仁
天
皇
三
年
、
二
六
一
貫
）

○
始
行
二
冠
位
4
大
徳
・
小
徳
・
大
仁
・
小
仁
・
大
祀
・
小
樽
・
大
信
・
中
信
・
大
義
・
小
義
・
大
智
・
小
智
、
期
十
二
階
。
（
日
本
書
紀
・

推
古
天
皇
十
一
年
、
一
八
一
貫
）



○
起
二
大
雀
皇
帝
哀
＝
豊
御
食
炊
屋
比
売
命
「
凡
十
九
天
－
皇
。
（
古
事
記
・
下
巻
、
二
二
八
貢
）

○
唐
国
道
l
融
散
大
夫
折
州
司
馬
上
柱
囲
劉
徳
高
等
パ
　
〔
等
謂
二
右
戎
衛
郎
牌
上
柱
圃
百
済
禰
軍
・
朝
散
大
夫
柱
圃
郭
務
悌
「
凡
二
百
五

十
四
人
。
七
月
廿
八
日
、
至
二
子
封
馬
二
（
日
本
書
紀
・
天
智
天
皇
四
年
、
三
六
五
頁
）

○
高
麗
・
百
済
・
新
羅
・
任
那
、
並
遣
レ
使
献
、
並
傭
＝
貢
職
パ
召
二
集
秦
人
・
漢
人
等
、
諸
蕃
投
化
者
∵
軍
1
置
圃
郡
J
編
二
貫
戸
籍
ペ
秦

人
戸
数
、
矧
七
千
五
十
三
戸
。
（
日
本
書
紀
・
欽
明
天
皇
元
年
、
六
五
貢
）

こ
の
他
、
『
風
土
記
』
『
懐
風
藻
』
に
も
「
都
合
」
は
見
ら
れ
ず
、
上
代
の
文
学
作
品
で
は
「
都
合
」
が
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
都
合
」
は
、
使
用
さ
れ
る
文
献
に
偏
り
が
あ
り
、
主
と
し
て
税
や
年
貢
・
田
島
な
ど
の
領
地
の
目
録
・
統
計
に
関
す
る
台

帳
目
録
類
に
専
用
さ
れ
る
達
文
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
『
延
喜
式
』
巻
二
十
五
に
は
「
大
帳
」
書
式
が
、
ま
た
、
巻
二
十
七
に
は
「
正
税
帳
」

書
式
が
収
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
書
式
に
も
「
都
合
」
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
書
式
と
し
て
達
文
「
都
合
」
の

（6）

使
用
が
定
着
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
台
帳
目
録
類
の
書
式
と
し
て
定
着
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
「
都
合
」
は
先
の
例
の
よ

う
に
、
箇
条
書
き
形
式
の
文
書
の
中
で
、
箇
条
の
冒
頭
部
分
に
記
さ
れ
る
の
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
、
一
つ
の
箇
条
の
項
目
名
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
も
間
違
い
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
先
掲
の
「
長
門
国
正
税
帳
」
「
越
前
国
郡
稲
帳
」
の
例
の
よ
う
に
、

「
都
合
」
が
「
合
」
と
と
も
に
用
い
ら
れ
る
場
合
に
は
、
「
合
」
が
「
小
計
」
の
位
置
に
、
「
都
合
」
が
「
総
計
」
の
位
置
に
置
か
れ
る
の
が

普
通
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
「
合
」
と
「
都
合
」
の
位
置
関
係
は
「
都
合
」
の
「
都
」
字
の
有
す
る
「
す
べ
て
」
の
意
に
よ
る
も
の

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
細
か
な
統
計
・
計
算
を
積
み
重
ね
て
、
総
合
計
を
記
録
す
る
台
帳
目
録
類
に
お
い
て
、
い
か
に
わ
か
り
や
す
く
論

理
的
に
記
録
す
る
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
、
「
井
・
合
」
「
惣
・
凡
」
な
ど
と
組
み
合
わ

せ
て
、
「
総
合
計
」
を
表
す
専
用
達
文
が
必
要
に
な
っ
た
。
そ
の
必
要
性
か
ら
「
都
合
」
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
数
量

の
合
計
を
導
く
表
現
の
最
上
位
に
位
置
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
「
総
合
計
」
の
位
置
に
必
ず
「
都
合
」
が
使
用
さ
れ
る

「
都
合
」
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
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か
と
い
う
と
、
そ
う
で
も
な
く
、
正
税
帳
の
中
に
は
、
「
井
・
合
」
「
惣
」
を
使
っ
て
「
合
計
」
「
総
合
計
」
を
表
し
た
も
の
も
少
数
な
が
ら
認

め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
も
、
複
雑
な
統
計
・
計
算
を
わ
か
り
や
す
く
記
録
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
く
、
「
小
計
」
を
「
井
」
、

「
総
合
計
」
を
「
惣
」
あ
る
い
は
「
合
」
の
よ
う
に
変
化
を
つ
け
て
記
し
て
い
る
。

○
（
但
馬
国
正
税
帳
・
寧
楽
遺
文
・
天
平
十
年
）

酒
式
斜
津
斗
伍
升
便
日
別
一
升

〔
舎
人
少
初
位
上
巨
勢
朝
臣
長
野
、
牌
従
一
人
井
二
人
、
依
例
出
撃
事
、
起
二
月
一
日
迄
六
月
廿
九
日
期
百
柵
八
日
、
又
収
納
事
、

起
九
月
一
日
迄
十
二
月
九
日
朔
九
十
七
日
、
矧
二
百
鮒
五
日
〕

（略）
整
伍
升
玖
合
萱
夕
人
別
日
一
夕
五
臓

〔
雑
掌
二
人
、
起
天
平
九
年
正
月
一
日
迄
五
月
廿
日
測
百
州
八
日
、
又
（
起
脱
力
）
同
年
十
一
月
一
日
迄
十
二
月
折
目
珊
五
十
九
日
、

合
l
軍
三
百
九
十
四
日
料
〕

中
国
の
文
献
に
見
ら
れ
た
「
都
合
」
は
、
原
義
の
「
す
べ
て
（
都
）
あ
わ
せ
る
（
合
）
」
意
で
使
用
さ
れ
る
例
と
、
「
す
べ
て
あ
わ
せ
た
」
結

果
と
し
て
合
計
さ
れ
た
具
体
的
な
数
量
を
導
く
「
合
計
（
す
る
・
し
て
）
」
の
意
味
に
も
使
用
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
上
代
の
使
用
例
は
総
て
、

合
計
さ
れ
た
具
体
的
な
数
量
を
導
く
「
合
計
（
し
て
）
」
の
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
も
台
帳
目
録
類
の
書
式
と
し
て
定
着
し
て
い
た
が
た
め
の
結

果
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
我
国
上
代
に
使
用
さ
れ
た
達
文
「
都
合
」
は
、
税
や
年
貢
・
田
島
な
ど
の
領
地
の
目
録
・
統
計
に
関

す
る
台
帳
目
録
類
専
用
の
、
い
わ
ゆ
る
専
門
用
語
的
な
性
格
を
有
し
て
お
り
、
箇
条
書
き
文
書
の
中
で
箇
条
の
項
目
名
と
し
て
使
用
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
意
味
は
合
計
さ
れ
た
具
体
的
な
数
量
を
導
く
「
合
計
（
し
て
）
」
で
あ
り
、
な
か
で
も
特
に
「
総
合
計
」
の
位
置
を
占
め
る

（7）

限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。



二
、
平
安
時
代
の
「
都
合
」

平
安
時
代
の
「
都
合
」
の
使
用
実
態
も
、
基
本
的
に
は
前
代
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。
使
用
例
の
認
め
ら
れ
る
文
献
に
は
、
検
田
帳
・

検
白
田
帳
・
坪
付
な
ど
の
田
島
・
収
穫
高
に
関
す
る
目
録
統
計
書
、
未
進
注
文
・
支
度
注
文
な
ど
の
年
貢
に
関
す
る
目
録
、
あ
る
い
は
将
来
目

録
の
よ
う
な
文
献
目
録
が
あ
る
。
更
に
、
年
終
帳
・
用
途
帳
・
結
解
の
よ
う
な
決
算
報
告
書
な
ど
に
も
使
用
例
が
見
ら
れ
、
上
代
に
比
べ
て

使
用
さ
れ
る
文
書
の
種
類
が
豊
富
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
税
や
年
貢
・
誉
田
な
ど
の
領
地
に
関
す
る
帳
簿
類
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
は
同
じ

で
あ
る
。
ま
た
、
平
安
時
代
の
「
都
合
」
も
い
わ
ゆ
る
箇
条
書
き
形
式
の
文
書
の
中
で
、
箇
条
の
項
目
名
と
し
て
記
さ
れ
て
お
り
、
合
計
さ

れ
た
具
体
的
な
数
量
を
導
く
「
合
計
（
し
て
）
」
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
以
下
い
く
つ
か
例
を
掲
げ
る
。

○
（
近
江
国
愛
智
荘
定
文
・
平
安
遺
文
八
一
七
二
）
貞
観
十
八
年
）

合
水
田
萱
拾
式
町

庄
佃
式
町
　
獲
相
律
伯
東

之
中除

二
百
冊
束
二
百
束
後
年
螢
料
、
州
束
粗
料

残
稽
五
百
七
十
束
　
可
春
得
米
廿
五
斜
七
升
（
以
下
略
）

地
子
米
州
五
斜
　
庄
田
十
町
地
子
（
以
下
略
）

得
米
廿
五
鮮
七
升

地
子
米
州
五
料

｝
圏
米
陸
拾
料
染
封

都
合
米
陸
拾
斜
染
料
之
中

○
（
東
大
寺
封
物
進
未
勘
注
案
・
平
安
遺
文
八
三
五
五
）
正
暦
三
年
）

勘
申
　
伊
漁
固
去
正
暦
三
年
封
物
進
末
事

調
絹
二
百
四
疋
五
丈
二
尺
五
寸
　
代
米
四
百
九
石
七
斗
四
升
四
合
疋
別
二
石
、
延
永
二
年
官
符

「
都
合
」
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て

七
五
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庸
米
百
五
十
三
石
三
斗

中
男
作
物
油
五
斗
二
升
五
合
　
代
米
七
石
八
斗
七
升
五
合
升
別
一
斗
五
升

席
三
千
帳
　
代
米
六
石

租
米
二
百
六
十
六
石
八
斗
二
升
七
合

仕
丁
八
人

養
米
鼎
石

前
分
料
准
米
廿
五
石
二
斗
九
升
五
合

絹
前
分
八
疋
一
丈
二
尺
　
代
米
十
六
石
四
斗

庸
米
前
分
七
石
六
斗
六
升
五
合

油
前
分
六
斗
三
升

帝
前
分
六
斗

巳
上
利
剣
准
米
九
百
九
石
四
升
一
合

○
　
（
伊
賀
国
黒
田
荘
出
作
田
損
亡
日
記
・
平
安
遺
文
八
七
五
D
天
喜
三
年
）

巳
前調庸中帝租養上

絹

前
分
代
米
十
六
石

庸
米
前
分
七
石
六
斗
⊥

油
前
分
六
斗
三
升

席
前
分
六
斗

分
科
准
米
廿
玉
石
二
斗
九
升
五
合

絹
代
米
四
百
九
石
七
斗
四
升
四
合

米
百
五
十
三
石
三
斗

男
作
物
油
代
米
七
石
八
斗
七
升
五
合

三
千
帳
代
米
六
石

米
二
百
六
十
六
石
八
斗
二
升
七
合

米
酢
石

圏

准
米
九
百
九
石
四
升

一
合

▲l
四
斗

ハ
升

五
A口

注
進
　
固
守
苅
取
損
坪
々
日
記

合
矢
川
苅
取
田
六
丁
三
反
　
那
木
拾
田
四
丁
二
反
百
八
十
歩

長
屋
苅
田
二
丁
五
反
三
百
歩
　
那
木
田
二
丁
一
反

青
蓮
寺
一
丁
八
段
　
　
　
　
　
下
名
張
一
町
五
反

簗
瀬
六
町
苅
田

巳
上
苅
取
田
十
六
町
六
反
三
百
歩
　
那
木
捨
田
七
町
八
反
百

八
十
渉
－

都
合
式
拾
韓
町
伍
反
倍
式
拾
歩



平
安
時
代
も
後
期
（
十
一
世
紀
）
に
入
る
と
、
箇
条
書
き
形
式
の
文
書
に
お
い
て
、
そ
の
箇
条
の
項
目
名
と
し
て
限
定
的
に
使
用
さ
れ
て
い

た
「
都
合
」
が
、
使
用
場
面
を
拡
大
し
て
、
一
般
の
文
章
中
に
も
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
例
が
見
ら
れ
る
。

①
（
上
野
国
交
替
実
録
帳
・
平
安
遺
文
八
四
六
〇
九
）
長
元
元
年
）

右
、
新
司
介
従
五
位
上
藤
原
良
任
勘
云
、
應
在
式
敷
正
税
公
廊
□
雑
相
加
翠
本
穎
等
倍
玖
萬
式
仔
参
栢
拾
伍
束
也
、
而
皆
悉
無
害
、

其
由
如
何
、
前
司
介
従
五
位
下
藤
原
朝
臣
家
業
陳
云
、
式
敷
正
税
津
拾
萬
束
・
公
庫
韓
拾
萬
束
・
雑
相
加
撃
本
穎
等
式
拾
玖
萬
式
仔

参
侶
拾
伍
束
、
利
剣
栢
玖
萬
式
仔
参
倍
拾
伍
束
之
内
、
（
以
下
略
）

②
（
大
和
国
弘
福
寺
三
綱
等
解
・
平
安
遺
文
八
六
八
三
）
永
承
五
年
）

判
弘
福
寺
所
愁
寺
合
田
、
引
勘
省
囲
井
馬
上
帳
、
高
市
郡
式
町
式
栢
伍
拾
歩
、
山
連
郡
式
拾
式
町
陸
段
栢
参
歩
〔
白
田
六
段
〕
康
濡
郡

玖
町
津
段
倍
式
拾
歩
、
酬
剖
四
郡
寺
合
見
田
参
拾
韓
町
萱
段
倍
式
拾
捌
歩
、
所
昔
租
税
免
除
既
華
、

③
（
東
大
寺
封
戸
文
書
上
・
平
安
遺
文
八
一
三
三
四
）
寛
治
八
年
）

去
寛
治
三
年
十
二
月
廿
六
日
定
丹
石
成
之
、
寛
治
六
年
十
月
一
日
定
四
百
五
十
石
成
之
、
但
五
枚
、
都
合
六
枚
返
抄
舜
昭
威
儀
師
既

落
失
、
仇
重
成
之
、
寛
治
七
年
三
月
八
日
成
之
、

『
貞
信
公
記
』
　
『
九
暦
』
　
『
小
右
記
』
　
『
権
記
』
　
『
御
堂
関
白
記
』
　
『
春
記
』
な
ど
、
平
安
時
代
の
公
家
日
記
で
は
「
都
合
」
の
使
用
例
が
認
め

ら
れ
な
い
が
、
右
の
古
文
書
の
例
と
連
動
す
る
よ
う
に
　
『
左
経
記
』
　
に
は
一
例
の
み
で
は
あ
る
が
　
「
都
合
」
　
の
使
用
例
が
見
ら
れ
る
。

④
（
左
経
記
・
長
元
元
年
九
月
八
日
）

－

　

（

マ

マ

）

従
来
十
三
日
三
七
箇
日
、
於
上
醍
醐
仁
海
僧
都
率
二
口
番
僧
、
奉
烏
宮
可
修
一
字
金
輪
法
、
其
料
物
価
供
都
合
一
七
箇
日
十
七
石
八

升
、
油
一
斗
五
合
、

右
掲
例
の
う
ち
①
②
④
に
つ
い
て
は
、
こ
の
文
章
を
書
く
た
め
に
参
看
引
用
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
文
書
の
存
在
が
想
定
さ

「
都
合
」
　
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
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れ
る
。
す
な
わ
ち
①
で
は
前
司
藤
原
朝
臣
家
業
の
陳
状
あ
る
い
は
収
支
決
算
書
、
②
で
は
省
圏
・
馬
上
帳
と
い
っ
た
目
録
統
計
書
、
④
で
は

用
途
帳
の
よ
う
な
収
支
決
算
書
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
そ
れ
ら
の
文
書
に
お
い
て
は
こ
れ
ま
で
の
例
に
違
わ
ず
、
箇
条
書
き
の
項
目
と
し
て

「
都
合
」
が
使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
参
看
引
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
箇
条
書
き
の
形
式
が
崩
れ
、
項
目
名
と
し
て
の
「
都

合
」
が
、
一
般
の
文
章
の
中
へ
取
り
込
ま
れ
て
い
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
③
の
例
は
、
参
看
引
用
し
た
文
書
を
想
定
す
る
こ
と
が
難
し
く
、

①
②
④
の
よ
う
な
例
を
経
て
一
般
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
都
合
」
の
早
い
例
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
合
計
さ

れ
た
具
体
的
な
数
量
を
導
く
「
合
計
（
し
て
）
」
の
意
味
に
変
化
は
な
い
。

三
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
「
都
合
」
　
－
専
門
用
語
か
ら
一
般
用
語
へ
　
ー

院
政
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
入
る
と
、
箇
条
書
き
の
項
目
名
と
し
て
使
用
さ
れ
る
「
都
合
」
の
他
に
、
一
般
の
文
章
の
中
に
取
り
込
ま
れ
た

「
都
合
」
の
使
用
例
が
増
加
す
る
。
こ
れ
は
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
平
安
後
期
か
ら
見
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
が
、
平
安
後
期
の
多
く
の
例

が
箇
条
書
き
の
項
目
名
と
し
て
「
都
合
」
が
使
用
さ
れ
た
文
書
を
参
看
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
院
政
期
以
降

で
は
、
そ
の
よ
う
な
文
書
の
存
在
を
想
定
し
に
く
い
例
が
多
く
な
っ
て
く
る
。

①
（
伊
賀
国
日
代
中
原
利
宗
・
東
大
寺
僧
覚
仁
重
間
注
記
・
平
安
遺
文
八
二
六
六
七
）
久
安
五
年
）

又
庄
末
進
九
十
石
内
、
別
結
解
村
々
丹
六
石
也
、
定
末
進
五
十
余
石
也
、
利
剣
未
進
九
十
余
石
也
〔
黒
田
五
十
石
、
拓
殖
四
十
石
〕
、

七
百
石
未
進
之
由
、
被
言
上
之
条
、
可
謂
無
害
、

②
（
金
剛
峯
寺
大
塔
供
僧
申
状
案
・
鎌
倉
遺
文
八
四
九
五
）
建
久
元
年
）

一
号
加
徴
米
段
別
二
升
五
合
公
物
押
領
事

右
、
嘗
御
庄
之
所
富
者
、
併
両
部
諸
尊
悌
性
燈
油
之
料
所
有
御
寄
進
也
、
而
兼
隆
・
光
家
等
、
以
私
武
威
、
窓
数
百
町
之
田
白
田
井

加
徴
米
所
押
止
也
、
或
云
門
田
門
島
、
或
稀
加
徴
米
、
所
押
取
公
物
剖
剖
五
百
鉄
石
也
、
其
罪
科
幾
乎
、



③
（
檜
町
荘
沙
汰
人
等
陳
状
・
鎌
倉
遺
文
八
五
九
D
建
久
三
年
）

一
御
加
地
子
米
弁
済
間
、
一
斗
三
升
口
米
又
非
新
儀
也
、
先
例
者
加
地
子
米
斗
代
口
米
一
升
・
斗
欠
五
合
・
定
便
分
段
米
一
升
也
、

都
細
部
一
斗
二
升
五
合
也
、
此
外
全
以
令
所
済
不
候
者
也
、

④
（
東
大
寺
三
綱
等
陳
状
・
鎌
倉
遺
文
八
六
七
四
）
建
久
四
年
）

右
、
彼
郡
内
常
時
所
令
寺
領
之
黒
田
出
作
者
、
二
百
四
十
七
町
九
段
六
十
歩
也
、
即
見
天
治
二
年
国
司
憲
明
検
注
帳
、
其
外
承
安
四

年
所
相
加
新
庄
丹
町
三
段
三
百
歩
也
、
仇
劉
創
寺
領
二
百
七
十
八
町
二
段
三
百
六
十
歩
也
、

⑤
（
関
東
下
知
状
案
・
鎌
倉
遺
文
八
三
〇
一
八
）
貞
応
元
年
）

凡
長
寛
三
年
昌
隆
死
去
之
後
、
通
昌
・
昌
重
・
昌
幸
等
者
、
惣
数
三
十
四
箇
年
領
知
之
、
大
子
井
柴
重
・
三
子
・
忠
輔
者
、
都
創
二

十
四
箇
年
知
行
之
、

⑥
（
六
波
羅
下
知
状
・
鎌
倉
遺
文
八
五
三
一
五
）
嘉
禎
四
年
）

百
姓
等
鵠
真
贋
、
毎
年
番
別
科
夫
功
、
米
三
斗
五
升
・
紙
十
帖
、
都
融
合
米
四
石
二
斗
・
紙
百
廿
帖
弁
済
之
外
、
無
夫
役
之
虞
、

⑦
（
ほ
う
れ
ん
應
替
高
取
状
・
鎌
倉
遺
文
八
一
九
六
四
九
）
永
仁
六
年
）

の
た
の
し
や
う
の
か
わ
し
よ
う
と
う
ハ
、
こ
そ
の
年
貢
五
十
貫
の
ほ
か
に
ハ
、
式
十
貫
目
う
け
と
り
に
て
、
う
け
と
り
可
申
候
ほ
か

ハ
、
い
ま
た
う
け
と
ら
す
候
、
刺
創
七
十
貫
に
て
候
、

⑧
（
金
澤
貞
顕
書
状
・
鎌
倉
遺
文
八
二
七
二
三
四
）
元
応
元
年
）

人
夫
ハ
、
明
夕
よ
り
金
澤
へ
向
候
て
、
自
明
後
日
は
し
め
候
へ
き
よ
し
、
武
州
の
う
ち
の
奉
行
人
令
申
候
、
五
十
人
つ
ゝ
、
廿
日
に

て
候
ハ
む
す
る
あ
ひ
た
、
利
剣
千
人
に
て
候
へ
く
候
、

①
は
決
算
報
告
書
で
あ
る
結
解
の
よ
う
な
文
書
を
参
看
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
③
は
検
帳
か
、
そ
れ
に
類
す
る
目
録
類
を
参
看
し
た
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。
④
も
検
注
帳
を
参
看
し
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
何
ら
か
の
文
書
を
参
看
し
た
と
は
考

「
都
合
」
　
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
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え
ら
れ
る
も
の
の
、
文
章
中
に
記
載
事
項
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
と
は
考
え
に
く
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
一
般
の
文
章
中
に
も

多
く
見
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
平
安
時
代
ま
で
の
「
都
合
」
が
、
台
帳
目
録
類
の
帳
簿
に
お
け
る
専
門
用
語
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、

院
政
期
以
降
の
「
都
合
」
が
、
一
般
用
語
と
し
て
人
々
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
平
安
時
代
の
公

家
日
記
で
は
『
左
経
記
』
の
一
例
以
外
に
「
都
合
」
の
使
用
例
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
専
門
用
語
か
ら
一
般
用
語
へ
と
変
化
し
、
使
用
場

面
が
広
が
っ
た
こ
と
か
ら
、
中
世
の
公
家
日
記
に
は
そ
の
使
用
例
を
多
く
指
摘
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

○
（
台
記
・
康
治
二
年
九
月
二
十
九
日
）

自
今
而
後
、
十
二
月
晦
日
、
録
二
一
年
所
こ
撃
、
可
レ
績
二
載
暦
奥
」

経
家
三
百
六
十
二
巷

尚
書
十
三
巻
抄
、
保
延
六
年

（略）

御
覧
百
冊
八
巻
、
康
治
元
年
一
至
百
州
八

酬
創
一
千
三
十
巻

○
（
兵
範
記
・
久
寿
元
年
四
月
十
四
日
）

次
御
幣
画
賛
以
下
自
西
渡
東
、
舞
人
騎
馬
烏
先
上
喝
以
前
駈
殿
上
人
以
下
騎
馬
前
行
、
其
数
都
細
創
二
百
六
十
徐
人
云
々
、

○
（
山
塊
記
・
安
元
元
年
九
月
十
八
日
、
横
河
根
本
椙
の
樹
齢
に
つ
い
て
の
記
事
）

推
量
之
、
其
以
往
経
四
五
百
歳
欺
、
都
合
l
給
（
殆
カ
）
及
千
歳
欺
、

○
（
明
月
記
・
建
久
三
年
三
月
二
十
八
日
）

早
旦
参
院
、
有
臨
時
御
悌
事
、
導
師
良
縁
法
印
、
彗
己
供
養
了
、
公
卿
己
下
取
布
施
、
利
剣
型
ハ
、
事
了
退
出
、
参
五
條
殿
、

○
（
経
俊
卿
記
・
宝
治
元
年
十
二
月
三
十
日
）



元
三
替
物
予
奉
行
之
、
御
簾
百
八
十
間
用
途
、
被
下
見
用
途
三
千
疋
〔
武
家
用
途
〕
、
任
官
功
二
千
疋
、
都
合
五
千
疋
也
、

○
（
問
屋
関
白
記
・
建
長
元
年
二
月
一
日
）

天
徳
以
後
大
内
・
里
内
炎
上
、
．
利
剣
三
十
四
箇
度
、

○
（
妙
椀
記
・
正
元
元
年
八
月
二
十
八
日
）

又
御
遊
欲
畢
之
虞
、
音
楽
判
団
四
之
候
、
員
数
不
快
、
人
々
迷
惑
、
面
々
有
議
、

右
に
掲
げ
た
例
の
う
ち
、
『
台
記
』
の
例
は
「
都
合
」
が
台
帳
目
録
類
の
専
門
用
語
で
あ
っ
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
に
承
け
て
い
る
。
し
か
し
、

『
兵
範
記
』
以
下
の
公
家
日
記
に
お
け
る
使
用
例
か
ら
す
れ
ば
、
す
で
に
一
般
用
語
と
し
て
使
用
場
面
が
拡
大
し
、
合
計
さ
れ
た
具
体
的
な

数
量
を
導
く
「
合
計
（
し
て
）
」
の
意
味
で
国
語
語
彙
の
中
に
位
置
付
い
て
い
る
と
理
解
さ
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
院
政
期
に
一
般
用
語
と
し

て
国
語
語
彙
の
中
に
位
置
付
い
た
「
都
合
」
は
、
十
三
世
紀
初
め
に
成
立
す
る
『
平
家
物
語
』
な
ど
の
軍
記
物
語
に
お
い
て
、
軍
勢
な
ど
の

具
体
的
な
総
数
を
導
く
表
現
に
お
い
て
、
「
合
計
（
し
て
）
」
の
意
味
の
中
心
的
な
語
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
れ
ま
で
の
「
都
合
」
は
、
合
計
さ
れ
た
具
体
的
な
数
量
を
導
く
「
合
計
（
し
て
）
」
の
意
味
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
ど
の
例
も
「
都

合
」
の
下
に
は
具
体
的
な
数
量
を
伴
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
専
門
用
語
と
し
て
こ
の
意
味
で
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
継
い
だ
こ
と
に
起
因

す
る
が
、
院
政
期
以
降
に
一
般
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
意
味
に
も
変
化
の
兆
し
が
現
れ
る
。

⑨
（
左
衛
門
少
志
中
原
資
清
重
勘
文
・
平
安
遺
文
八
一
四
一
七
）
康
和
元
年
）

但
如
東
寺
所
進
大
圃
庄
公
験
者
、
本
田
百
八
十
町
也
、
而
以
勅
旨
田
相
博
子
庄
内
公
田
廿
鈴
町
兵
、
砂
利
創
之
虞
、
二
百
飴
町
也
、

⑩
（
伊
賀
国
黒
田
荘
出
作
田
数
勘
合
注
文
・
平
安
遺
文
八
四
〇
〇
〇
）
菱
和
元
年
）

以
之
案
之
、
寺
家
出
作
井
相
交
公
田
〔
今
出
作
外
別
号
新
庄
是
也
〕
、
彼
此
酬
合
田
数
如
安
元
二
年
寺
家
検
注
井
承
安
二
年
圃
衛
簗
瀬

徴
符
者
二
百
八
十
九
町
二
段
百
冊
歩
也
、

⑪
（
良
覚
書
状
・
鎌
倉
遺
文
八
九
七
七
七
）
文
永
四
年
）
〔
鎌
倉
遺
文
八
二
一
八
六
三
）
文
書
も
こ
れ
と
同
文
〕

「
都
合
」
　
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
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二

雑
々
注
文
進
之
所
、
用
途
同
結
解
任
候
也
、
大
概
劇
剖
候
了
、
昨
日
油
用
途
五
十
七
文
候
L
も
、
と
り
て
つ
か
い
て
候
、

以
上
の
三
例
は
、
「
合
計
す
る
」
あ
る
い
は
「
合
計
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
具
体
的
な
数
量
を
算
出
す
る
」
と
い
う
意
味
で
の
動
詞
と
し
て
用

い
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。
⑨
は
本
田
と
、
勅
旨
田
と
交
換
し
た
田
を
合
計
す
る
と
、
二
百
徐
町
に
な
る
と
言
い
、
⑩
は
出
作
す
る
田

と
公
田
と
を
合
計
す
る
と
、
安
元
二
年
の
寺
の
検
注
と
承
安
二
年
の
徴
符
通
り
な
ら
ば
二
百
八
十
九
町
二
段
百
折
歩
と
な
る
と
言
う
。
⑪
は

必
要
経
費
も
決
算
し
、
大
概
は
算
出
し
終
わ
っ
た
と
言
う
。
⑪
は
文
章
に
合
計
し
た
具
体
的
な
数
量
が
示
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
実
際
に
は

具
体
的
な
数
量
が
算
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑫
（
長
秋
記
・
長
承
二
年
七
月
七
日
）

自
女
院
被
仰
云
、
七
月
七
日
嘗
庚
申
時
、
於
乞
巧
集
前
、
不
論
男
女
七
人
合
同
、
各
書
啓
歌
百
首
、
翻
創
烏
一
巻
、
用
歌
占
、
（
中
略
）

後
知
此
事
之
人
語
云
、
件
歌
等
酬
創
作
造
紙
一
帖
也
、

⑬
（
醍
醐
寺
文
書
目
録
・
鎌
倉
遺
文
八
八
三
）
文
治
二
年
）

注
進醍

醐
寺
賓
蔵
文
書
構
目
録
事
上

合
玖
合
内

一
官
符
構
一
合
納

清
瀧
宮
御
官
符
三
通

定
額
寺
官
符
一
巻
二
枚
　
延
喜
十
四
年
正
月
廿
一
日

（中略）

朝
倉
l
官
符
構
納

⑭
（
醍
醐
寺
文
書
目
録
・
鎌
倉
遺
文
八
八
四
）
文
治
二
年
）



賛
蔵
文
書
構
日
録
事
下

一
牛
原
庄
文
書
檀
〓
口
納

（中略）

巳
上
合
牛
原
庄
文
書
楷
納

（中略）

一
寺
連
所
々
文
書
榎
一
合
納

（中略）

翻
創
寺
連
所
々
文
書
植
納

⑮
（
明
月
記
・
建
暦
二
年
十
一
月
二
十
三
日
）

蹄
家
之
後
、
定
園
入
壇
布
施
等
取
入
長
橋
、
暁
更
可
送
遣
由
含
忠
弘
了
、
少
々
先
度
送
之
残
也
、
酬
創
自
是
沙
汰
送
物
、

以
上
の
例
に
用
い
ら
れ
る
「
都
合
」
は
「
具
体
的
な
数
量
を
算
出
す
る
」
と
い
う
意
味
は
な
く
、
「
す
べ
て
あ
わ
せ
て
」
あ
る
い
は
「
す
べ

て
を
一
つ
に
ま
と
め
て
」
の
意
味
で
使
用
さ
れ
た
と
解
釈
さ
れ
る
。
⑫
は
男
女
七
人
が
書
い
た
旧
歌
を
す
べ
て
ま
と
め
て
一
巻
と
す
る
。
あ

る
い
は
、
す
べ
て
を
ま
と
め
て
一
帖
に
す
る
と
言
う
。
⑬
⑭
は
箇
条
書
き
の
形
式
で
用
い
ら
れ
た
も
の
で
、
「
都
合
」
の
後
に
位
置
す
べ
き
文

書
の
具
体
的
な
数
が
省
略
さ
れ
た
も
の
で
あ
右
か
も
し
れ
な
い
が
、
表
現
ど
お
り
そ
の
ま
ま
解
釈
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
文
書
を
す
べ
て
ま
と

め
て
官
符
の
構
・
寺
辺
所
々
の
文
書
の
榎
に
納
め
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
⑮
は
布
施
を
す
べ
て
ま
と
め
て
定
家
が
沙
汰
し
送
る
と
い
う
意

味
に
解
釈
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
都
合
」
が
上
代
・
平
安
時
代
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
意
味
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
そ
れ
ま
で
の
台
帳
目
録
類

に
お
け
る
専
門
用
語
か
ら
、
一
般
用
語
へ
と
使
用
場
面
が
拡
大
し
、
専
門
用
語
と
し
て
の
制
限
が
解
け
た
こ
と
が
大
き
な
原
因
で
あ
る
と
解

釈
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
「
す
べ
て
ま
と
め
て
」
の
意
味
で
使
用
さ
れ
た
と
解
釈
さ
れ
る
「
都
合
」
の
例
は
、
右
に
掲
げ
た
も
の
が
全
例
で
あ
っ

「
都
合
」
　
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
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八
四

て
、
『
明
月
記
』
　
以
降
の
例
を
見
出
す
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
用
例
の
有
無
に
つ
い
て
、
な
お
調
査
資
料
を
広
げ
て
精
査
す
る
必
要
が
あ
り
、

現
段
階
で
明
確
な
判
断
を
下
す
こ
と
に
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
十
三
世
紀
後
半
以
降
に
用
例
が
見
出
さ
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
新

た
に
　
「
す
べ
て
ま
と
め
て
」
　
の
意
味
で
使
用
さ
れ
始
め
た
「
都
合
」
が
、
な
ぜ
そ
の
後
広
く
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
ず

る
の
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
間
題
に
つ
い
て
達
文
「
都
合
」
　
の
読
み
方
を
考
慮
し
な
が
ら
解
釈
を
試
み
て
み
た
い
。

達
文
「
都
合
」
　
の
読
み
方
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
平
安
時
代
の
点
本
に
附
訓
例
を
見
出
し
難
く
、
そ
の
読
み
方
を
特
定
す
る
こ
と
は

（8）

困
難
で
あ
る
。
管
見
の
及
ん
だ
範
囲
で
は
、
第
一
節
に
引
用
し
た
高
山
寺
本
『
大
毘
慮
遮
那
成
仏
経
疏
』
　
の
訓
点
が
古
い
例
で
あ
る
。
本
資

料
の
訓
点
に
よ
れ
ば
、
永
保
二
　
（
一
〇
八
二
）
年
点
で
は
音
読
さ
れ
、
長
治
元
（
二
〇
四
）
年
点
で
は
「
ス
ベ
　
（
テ
ア
ハ
）
セ
テ
」
と
訓
読
さ

れ
、
音
読
形
と
訓
読
形
の
二
つ
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
そ
の
後
の
　
『
三
巻
本
色
葉
芋
類
抄
』
　
で
は
、
音
読
形
の
　
「
ツ
カ
フ
」
　
で

音
読
語
と
し
て
載
録
さ
れ
て
い
る
が
、
掲
出
漢
字
「
都
合
」
　
の
右
傍
に
は
「
ス
ヘ
ア
ハ
ス
」
　
の
訓
が
記
載
さ
れ
る
。
ま
た
、
「
ス
フ
」
「
ス
ヘ

テ
」
と
し
て
載
録
さ
れ
る
「
都
」
字
に
は
　
「
1
合
」
　
の
注
記
が
あ
る
。

ス
ヘ
ア
ハ
ス

○
都
合
同
（
計
数
分
）
／
ツ
カ
フ
　
（
黒
川
本
色
葉
芋
類
抄
・
中
巻
二
八
オ
）

○
都
ス
フ
／
ス
ヘ
テ
／
－
合
（
前
田
本
色
葉
字
類
抄
・
下
巻
二
七
オ
）

お
そ
ら
く
院
政
期
に
入
っ
た
頃
か
ら
訓
読
形
か
ら
音
読
形
「
ツ
ガ
フ
」
　
へ
の
移
行
が
始
ま
り
、
右
の
資
料
は
院
政
期
に
そ
の
両
形
が
並
行

し
て
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
具
体
的
な
訓
読
形
が
「
ス
ベ
テ
ア
ハ
セ
テ
」
「
ス
ペ
ア
ハ
セ
テ
」
あ
る

い
は
「
ス
ベ
テ
」
の
い
ず
れ
で
あ
っ
た
の
か
俄
に
は
判
断
で
き
な
い
。
た
だ
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
上
代
及
び
平
安
時
代
に
お
け
る
「
都
合
」

と
い
う
表
記
は
、
台
帳
目
録
類
に
お
け
る
専
門
用
語
で
あ
り
、
具
体
的
な
数
量
を
導
く
「
合
計
（
し
て
）
」
の
意
味
に
限
定
さ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
ス
ベ
テ
ア
ハ
セ
テ
」
「
ス
ペ
ア
ハ
セ
テ
」
「
ス
ベ
テ
」
と
い
っ
た
語
、
あ
る
い
は
連
語
の
有
す
る
意
味
が
、

（9）

「
都
合
」
　
と
い
う
達
文
で
表
記
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
き
く
制
限
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
院
政
期
に
入
っ
て
、
達
文
「
都

合
」
が
一
般
用
語
へ
と
使
用
場
面
を
拡
大
す
る
と
、
表
記
に
よ
る
意
味
の
制
限
が
薄
れ
、
読
み
方
に
伴
う
意
味
（
「
す
べ
て
ま
と
め
て
」
の
意
味
）



で
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
一
方
、
院
政
期
以
降
「
都
合
」
は
訓
読
形
か
ら
音
読
形
へ
と
移
行
し
始
め
る
。
こ
の

音
読
形
「
ツ
ガ
フ
」
は
、
こ
れ
ま
で
達
文
「
都
合
」
が
専
門
用
語
と
し
て
担
っ
て
き
た
、
具
体
的
な
数
量
を
導
く
「
合
計
（
し
て
）
」
の
意
味

を
受
け
た
語
と
し
て
広
が
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
再
び
「
都
合
」
と
い
う
表
記
が
意
味
を
制
限
す
る
こ
と
に
な
り
、

「
す
べ
て
ま
と
め
て
」
の
意
味
で
の
達
文
「
都
合
」
の
使
用
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
達
文
「
都
合
」

が
「
す
べ
て
ま
と
め
て
」
の
意
味
で
使
用
さ
れ
る
の
は
、
「
都
合
」
が
訓
読
形
か
ら
音
読
形
へ
と
移
行
す
る
過
渡
期
の
一
時
的
な
現
象
で
あ
り
、

音
読
形
へ
の
移
行
が
完
了
す
る
十
三
世
紀
後
半
以
降
に
は
見
ら
れ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

四
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
「
都
合
」
　
－
　
「
惣
都
合
」
登
場
の
背
景
－

院
政
期
に
は
、
達
文
「
都
合
」
が
専
門
用
語
か
ら
一
般
用
語
へ
と
使
用
場
面
を
拡
大
す
る
一
方
、
訓
読
形
か
ら
音
読
形
へ
と
移
行
し
始
め

る
。
そ
の
院
政
期
の
末
に
、
そ
れ
ま
で
見
ら
れ
な
か
っ
た
「
惣
都
合
」
と
い
う
達
文
が
登
場
す
る
。
達
文
「
惣
都
合
」
は
そ
の
後
、
鎌
倉
時

代
の
文
書
を
中
心
に
広
く
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
本
節
で
は
達
文
「
惣
都
合
」
登
場
の
背
景
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

達
文
「
惣
都
合
」
の
院
政
期
・
鎌
倉
時
代
初
期
の
読
み
方
に
つ
い
て
は
、
仮
名
書
き
例
や
附
訓
例
が
な
く
、
明
確
な
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。

鎌
倉
時
代
中
期
以
降
の
文
書
に
は
「
そ
う
つ
か
う
の
よ
ね
一

一
十
六
こ
く
五
斗
六
か
う
五
さ
く
三
さ
い
」
（
鎌
倉
遺
文
八
二
一
三
九
）
紀
伊
隅
田

北
荘
検
田
目
録
案
・
文
永
九
年
）
の
よ
う
な
仮
名
書
き
例
が
あ
り
、
「
ソ
ウ
ツ
ガ
フ
」
と
音
読
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
院
政
期
に

入
っ
て
、
「
都
合
」
の
音
読
形
が
次
第
に
広
ま
り
は
じ
め
る
頃
に
「
惣
都
合
」
が
登
場
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
院
政
期
末
に
音
読
語
と
し
て

登
場
し
た
と
み
て
大
過
あ
る
ま
い
と
思
わ
れ
る
。

以
下
に
「
惣
都
合
」
の
使
用
例
を
い
く
つ
か
掲
げ
る
。

①
（
大
和
出
雲
荘
検
注
目
録
・
鎌
倉
遺
文
八
二
〇
二
）
文
治
二
年
）

二
十
一
町
五
反
二
百
二
十
歩
名
田

「
都
合
」
　
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
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重
囲
名
一
町
三
（
「
五
」
に
訂
正
）
反
三
百
ト
　
分
米
九
石
四
斗
八
升
八
合
八
夕

図
時
名
一
町
四
（
「
六
」
に
訂
正
）
反
百
九
十
ト
　
分
米
十
一
石
一
斗
一
升
八
合
三
夕

八
六

（略）

助
賢
名
一
町
二
反
三
百
丹
ト

今
国
名
二
町

合
二
十
一
町
五
反
二
百
廿
歩
（
以
下
略
）

預
所
田
二
町
此
内
一
丁
畑

下
司
田
五
反
三
百
ト

（略）

寺
堂
敷
地
一
反

常
荒
二
反
廿
ト

合
拾
町
六
反
二
百
廿
ト

都
合
三
十
二
町
二
反
八
十
ト

方
々
知
行
問
田
十
一
町
二
反
二
百
八
十
ト

矧
利
剣
四
十
三
丁
五
反

以
上
文
治
二
年
検
注
帳
分

②
（
加
治
木
頼
平
在
鎌
倉
用
途
結
解
状
・
鎌
倉
遺
文
八
一
八
〇
七
〇
）
正
応
五
年
）

（略）
巳
上
二
十
九
貫
百
文
人
了

小
奉
行
酒
肴
三
貫
　
致
其
沙
汰
了

都
合
三
十
二
貫
百
文



（略）
巳
上
五
十
三
賞
五
百
五
十
文

（略）（
上
略
）
　
〔
十
二
ケ
月
分
六
貫
文
〕

国
五
十
三
貫
五
百
五
十
文

十
二
ケ
月
分
六
貰
文

利
分
一
貫
三
百
五
十
文

囲
且
六
十
貫
九
百

銭
九
十
三
貫
文

（
上
略
）
　
〔
利
分
一
貫
三
百
五
十
文
返
之
〕

都
合
六
十
貫
九
百

矧
都
合
l
銭
九
十
三
貫
文

③
（
筑
前
粥
田
荘
給
田
目
録
案
・
鎌
倉
遺
文
八
一
九
一
七
九
）
永
仁
四
年
）

（略）

井
十
六
石
三
斗
七
升
六
合

（略）

井
一
石
二
斗
二
升
四
合

巳
上
十
七
石
六
斗

受
（
交
力
以
下
同
）
分
六
石
一
斗
六
升

都
合
二
十
三
石
七
斗
六
升

（略）

井
七
斗
四
升
七
合
三
勺
三
才

受
分
二
斗
六
升
一
合
五
勺
五
才

己
上
一
石
八
合
八
勺
八
才

（略）

井
十
石
二
斗
六
升
八
合
八
勺

（略）

「
都
合
」
　
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
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井
二
石
八
斗
八
升
八
合

（略）

井
一
石
九
斗
六
升
九
合
六
勺

（略）

井
一
石
五
斗
二
升
三
合
二
勺

（略）

井
九
斗
五
升
六
合
八
勺

（略）

（
上
略
）
　
分
米
六
斗
四
升
八
合

（
上
略
）
　
分
米
一
石
三
斗
二
升

巳
上
十
九
石
五
斗
七
升
四
合
四
勺

受
分
六
石
八
斗
五
升
一
合
四
才

都
合
二
十
六
石
四
斗
二
升
五
合
四
勺
四
才

（略）

井
三
石
四
斗
一
升
四
合
三
勺
二
才

受
分
一
石
一
斗
九
升
四
合
九
勺
九
才

巳
上
四
石
六
斗
九
合
三
勺
一
才

（略）

井
三
石
六
斗
六
升
二
合
六
勺
五
才

（略）

井
二
石
四
斗
八
升
九
合
三
勺
三
才

巳
上
六
石
一
斗
五
升
一
合
九
勺
八
才



受
分
二
石
一
斗
五
升
三
合
一
勺
七
才

都
合
八
石
三
斗
五
合
一
勺
五
才

矧
割
合
l
六
十
四
石
一
斗
八
合
七
勺
八
才

用
例
文
の
下
に
図
示
し
た
よ
う
に
、
①
で
は
個
々
の
関
数
を
一
旦
「
合
（
あ
は
せ
て
）
」
で
受
け
、
二
つ
の
小
計
を
「
都
合
」
で
合
算
し
、

更
に
「
方
々
知
行
」
の
田
数
と
合
計
す
る
の
に
「
惣
都
合
」
が
使
わ
れ
る
。
②
で
は
個
々
の
金
額
を
「
巳
上
」
で
受
け
、
そ
れ
に
「
酒
肴
」

等
の
金
額
を
合
算
す
る
際
に
「
都
合
」
で
受
け
る
。
更
に
二
つ
の
小
計
を
合
計
す
る
の
に
「
惣
都
合
」
が
使
わ
れ
る
。
③
は
、
小
計
を
「
都

合
」
「
巳
上
」
で
受
け
て
、
そ
の
合
計
を
算
出
す
る
の
に
「
惣
都
合
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
都
合
」
の
上
位
に
「
惣
都
合
」
が

位
置
し
、
「
都
合
」
で
算
出
さ
れ
た
数
量
と
更
に
別
の
数
量
と
を
合
計
す
る
際
に
「
惣
都
合
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
上
代
か
ら
平

安
時
代
に
お
い
て
は
、
数
量
の
合
計
を
導
く
表
現
の
最
上
位
に
「
都
合
」
が
位
置
し
た
が
、
こ
こ
で
は
「
都
合
」
の
上
に
「
惣
都
合
」
が
置

か
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
台
帳
目
録
類
な
ど
複
雑
な
年
貢
計
算
・
決
算
報
告
を
記
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
文
書
に
と
っ
て
、
上
代
に
「
都

合
」
を
必
要
と
し
た
の
と
同
様
の
理
由
で
「
惣
都
合
」
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
新
た
に
「
惣
都
合
」
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

の
書
式
が
論
理
的
に
わ
か
り
や
す
く
な
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

し
か
し
、
な
ぜ
こ
の
時
期
に
「
惣
都
合
」
が
登
場
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
複
雑
な
計
算
書
類
を
わ
か
り
や
す
く
記
録
す
る
た
め
に
登
場
し

た
と
す
る
な
ら
ば
、
平
安
時
代
に
登
場
し
て
い
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
平
安
時
代
の
台
帳
目
録
類
に
も
複
雑
な
文
書
は
多
く
、
こ
と
さ
ら

に
院
政
期
以
降
に
文
書
の
複
雑
さ
が
増
し
た
と
も
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
数
量
の
合
計
を
導
く
表
現
に
お
い
て
、
本
当
に
「
惣
都
合
」

は
「
都
合
」
の
上
位
に
位
置
さ
せ
て
、
よ
り
論
理
的
で
わ
か
り
や
す
い
文
書
と
し
て
記
録
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
よ
う
な
観
点
で
「
惣
都
合
」
の
用
例
を
考
察
す
る
と
、
以
下
の
例
の
よ
う
に
「
都
合
」
を
使
用
し
て
表
現
し
て
も
差
し
支
え
な
い
よ
う

な
も
の
が
多
数
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

④
（
安
聾
佐
西
郡
所
富
進
末
注
進
状
・
鎌
倉
遺
文
八
五
二
八
九
）
嘉
禎
四
年
）

「
都
合
」
　
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
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合
作
田
式
倍
参
拾
萱
町
津
段
　
巳
三
ケ
年
分

（略）

分
乃
米
准
十
九
石
五
斗
四
升
二
合

（略）

分
乃
米
准
六
石
丸
斗
九
升
三
合

（略）

分
乃
米
准
十
四
石
一
斗
六
升

（
以
下
省
略
）

分
乃
米
准
十
九
石
五
斗
四
升
二
合

分
乃
米
准
六
石
九
斗
九
升
三
合

分
乃
米
准
十
四
石
一
斗
六
升

分
乃
米
准

分
乃
米
准

分
乃
米
准

（略）

（略）

巳
上
圏
乃
米
准
侶
伍
拾
参
糾
式

斗
式
升
捌
合

巳
上
惣
都
合
乃
米
准
栢
伍
拾
参
解
式
斗
式
升
捌
合

⑤
（
伊
務
弓
削
島
荘
領
家
方
年
貢
所
嘗
注
文
案
・
鎌
倉
遺
文
八
七
九
〇
二
）
建
長
七
年
）

一
変
所
富
分

葵
畠
十
町
六
反
百
四
十
歩
内

二
斗
代

（略）

正
定
変
二
十
一
石
六
斗
六
升
七
合
二
勺

一
斗
五
升
代

（略）

延
定
秦
四
石
三
斗
八
升
七
合
五
勺

矧
都
l
合
l
延
変
二
十
六
石
五
升
四
合
七
勺

⑥
（
如
法
尊
勝
壇
供
人
供
支
配
注
文
・
鎌
倉
遺
文
八
一
四
三
二
）
弘
安
四
年
）



一
一
垣
供
米
十
七
石
三
斗
四
升
（
以
下
略
）

（略）

一
人
供
三
十
七
石
八
斗
六
升

（略）

惣
凰
痢
創
五
十
五
石
二
斗

右
の
例
は
い
ず
れ
も
、
「
惣
都
合
」
の
部
分
が
「
都
合
」
と
表
現
さ
れ
て
い
て
も
差
し
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
事
実
、
平
安
時
代
ま
で
は

「
都
合
」
で
表
現
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
次
に
掲
げ
る
表
は
、
「
惣
都
合
」
が
「
都
合
」
と
と
も
に
用
い
ら
れ
て
、
「
都
合
」
の
上
位
に
位

置
す
る
文
書
と
、
「
惣
都
合
」
が
「
都
合
」
と
と
も
に
用
い
ら
れ
ず
、
「
都
合
」
と
表
現
さ
れ
て
い
て
も
差
し
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
文
書
と

の
数
を
時
代
順
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
の
よ
う
に
、
平
安
時
代
な
ら
ば
「
都
合
」
を
用
い
て
表
現
し
て
い
た
部
分
に
「
惣
都
合
」
が
使
用
さ
れ
る
文
書
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
複
雑
な
計
算
を
わ
か
り
や
す
く
論
理
的
に
記
録
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
た
「
都
合
」
の
上
位
に
、
更
に
わ
か

り
や
す
さ
を
求
め
て
「
惣
都
合
」
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は
言
い
難
い
。
む
し
ろ
、
こ
れ
ま
で
「
都
合
」
の
占
め
て
い
た
「
総
合

「
都
合
」
　
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
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計
」
の
位
置
に
「
惣
都
合
」
が
入
れ
替
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
達
文
「
都
合
」
が
訓
読
形
か
ら
音
読
形
へ
と
移
行
し
始
め
た
こ
と
に
原
因
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
訓
読

形
で
あ
っ
た
時
期
に
は
「
ス
ベ
テ
ア
ハ
セ
テ
」
「
ス
ペ
ア
ハ
セ
テ
」
「
ス
ベ
テ
」
な
ど
、
「
都
」
字
の
有
す
る
「
す
べ
て
」
の
意
味
が
生
き
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
故
に
、
数
量
の
合
計
を
導
く
表
現
に
お
い
て
最
上
位
の
「
総
合
計
」
の
位
置
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

音
読
形
「
ツ
ガ
フ
」
が
広
が
る
に
つ
れ
、
「
都
」
字
の
意
味
が
薄
れ
、
数
量
の
合
計
を
導
く
表
現
に
お
い
て
も
単
な
る
「
合
計
」
「
小
計
」
の

位
置
に
落
ち
始
め
た
の
で
は
な
い
か
と
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
次
に
掲
げ
る
例
は
、
数
量
の
合
計
を
導
く
表
現
に
お
い
て
「
都
合
」
と
「
合
」

「
井
」
と
が
同
じ
レ
ベ
ル
に
位
置
し
て
い
る
。

○
（
慈
円
起
請
文
・
鎌
倉
遺
文
八
一
六
五
九
）
建
永
元
年
）

一
供
米
等
事

右
、
以
平
方
庄
井
坂
田
新
庄
、
宛
供
僧
冊
口
供
料
、
習
叫
千
八
十
石
也
〔
各
三
十
六
石
定
〕
、
以
藤
嶋
用
残
米
、
宛
上
下
寺
官
等
、

供
米
剖
百
六
十
八
石
八
斗
也
、

○
（
肥
後
甲
佐
社
領
実
検
帳
写
・
鎌
倉
遺
文
八
七
三
五
八
）
建
長
三
年
）

（略）

巳
上
畢
米
四
百
六
十
六
石
八
斗
五
升
七
合

請
加
六
石
五
斗
五
升
三
合
内

（略）

郡
剖
所
富
米
四
百
七
十
三
石
四
斗
一
升
内

（略）

巳
上
畢
米
六
石
三
斗
一
升
三
合
（
以
下
略
）

請
加
米
六
石
五
斗
三
合
（
以
下
略
）



詰
所
過
米
也

矧
所
富
米
十
二
石
八
斗
六
升
六
合
内

井

所
嘗
米
十
二
石
八
斗
六
升
六
合
内

（略）

必
ず
し
も
こ
の
よ
う
な
例
ば
か
り
で
は
な
い
が
、
そ
れ
ま
で
数
量
の
合
計
を
導
く
表
現
に
お
い
て
最
上
位
に
位
置
し
て
い
た
「
都
合
」
が

「
合
」
「
井
」
と
同
レ
ベ
ル
の
数
量
の
合
計
を
導
く
表
現
に
使
用
さ
れ
る
の
は
、
「
都
合
」
が
最
上
位
か
ら
転
落
し
始
め
た
こ
と
を
示
唆
す
る

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
し
て
、
「
都
合
」
が
転
落
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
空
白
と
な
っ
た
最
上
位
の
「
総
合
計
」
の
位
置
を
埋
め
る
た
め
に
「
惣

（10）

都
合
」
が
登
場
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
惣
都
合
」
と
い
う
語
は
、
「
都
合
」
　
の
　
「
都
」
字
が
有
し
て
い
た
　
「
す
べ
て
」
　
の
意

味
を
補
う
た
め
に
、
同
じ
「
す
べ
て
」
　
の
意
味
を
有
す
る
「
惣
」
字
を
か
ぶ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
達
文
「
都
合
」
が
訓
読
形
か
ら
音
読
形
へ
と
移
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
、
数
量
の
合
計
を
導
く
表

現
に
か
か
わ
る
語
彙
体
系
の
空
自
部
分
を
埋
め
る
た
め
に
「
惣
都
合
」
が
登
場
し
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
そ
う
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
登

場
の
時
期
が
十
二
世
紀
末
以
降
で
あ
る
こ
と
も
理
解
さ
れ
る
。

む
　
　
す
　
　
び

上
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
、
数
量
の
合
計
を
導
く
表
現
に
使
用
さ
れ
る
達
文
「
都
合
」
を
取
り
上
げ
、
『
寧
楽
遺
文
』
　
『
平
安
遺
文
』

『
鎌
倉
遺
文
』
所
収
の
古
文
書
を
主
な
資
料
と
し
て
、
そ
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
達
文
「
都

合
」
　
の
上
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
使
用
実
態
と
意
味
・
用
法
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
明
ら
か
に
し
得
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
今
後
は
、
用
例
を
更
に
広
く
収
集
す
る
こ
と
に
努
め
、
中
国
古
典
に
お
け
る
「
都
合
」
　
の
意
味
・
用
法
を
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と
、
ま

た
、
院
政
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
に
「
す
べ
て
あ
わ
せ
て
」
「
す
べ
て
ま
と
め
て
」
の
意
味
で
使
用
さ
れ
る
「
都
合
」
の
分
析
を
進
め
る
こ
と

が
課
題
と
な
る
。
更
に
、
南
北
朝
期
以
降
の
使
用
実
態
の
把
握
に
努
め
て
、
「
都
合
」
　
の
意
味
・
用
法
の
変
化
を
現
代
語
に
連
続
す
る
も
の
と

「
都
合
」
　
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
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し
て
考
究
す
る
こ
と
も
課
題
と
な
る
。

本
稿
に
お
け
る
達
文
「
都
合
」
の
考
察
は
、
数
量
の
合
計
を
導
く
表
現
に
関
す
る
語
彙
を
体
系
と
し
て
歴
史
的
に
考
察
す
る
こ
と
を
目
指

し
た
も
の
で
あ
る
。
本
文
中
に
、
語
彙
体
系
の
空
自
部
分
を
埋
め
る
た
め
に
「
惣
都
合
」
が
登
場
し
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
実
際
に
は
語
彙

体
系
そ
の
も
の
を
帰
納
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
「
あ
は
せ
て
（
合
・
井
・
併
）
」
「
す
べ
て
（
凡
・
惣
・
都
）
」
「
都
塵
」
な
ど
、
数
量
の
合
計
を
導

く
表
現
に
か
か
わ
る
個
々
の
語
の
使
用
実
態
と
意
味
・
用
法
を
考
察
し
、
語
彙
体
系
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
き
た
い
。

注（
1

（
2

日
本
古
典
文
学
大
系
本
『
平
家
物
語
』
　
（
岩
波
書
店
）
　
に
よ
る
。

中
世
軍
記
物
語
に
お
い
て
、
数
量
の
合
計
を
導
く
表
現
に
使
用
さ
れ
る
語
と
用
例
数
を
ま
と
め
る
と
次
の
表
の
よ
う
に
な
る
。

義

経

記

曽

我

物

語

延
慶

本

平
家

物
語

平

治

物

語

保

元

物

語

2 0 11 2 2
都

合

0 0 9 0 0
惣

て

0 0 2 0 0 惣

4 2 1 0 0

惣

じ

て

（
3
）
　
高
山
寺
資
料
叢
書
第
十
五
冊
『
高
山
寺
古
訓
鮎
資
料
第
三
』
　
（
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
六
十
一
年
二
月
）
所
収
の
訓
読
文
に
よ
る
。

（
4
）
　
仏
典
注
釈
書
に
集
中
し
て
用
い
ら
れ
る
語
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
「
堅
固
」
「
至
極
」
の
出
自
と
性
格
」
（
鎌
倉
時
代
語
研
究
第
十
八
韓
、

平
成
七
年
八
月
）
　
に
も
述
べ
た
。

（
5
）
　
『
古
事
記
』
の
用
例
は
日
本
思
想
大
系
本
（
岩
波
書
店
）
、
『
日
本
書
紀
』
の
用
例
は
日
本
古
典
文
学
大
系
本
（
岩
波
書
店
）
　
に
よ
る
。



（
6
）
　
『
延
喜
式
』
巻
二
十
五
主
計
下
の
「
大
帳
」
書
式
に
は
「
都
合
今
年
計
帳
新
嘗
定
見
戸
若
干
」
の
よ
う
な
書
式
記
載
が
あ
り
、
巻
二
十
七
主
税
下

の
「
正
税
帳
」
書
式
に
は
「
都
合
定
穀
穎
若
干
束
」
の
書
式
記
載
が
あ
る
。
引
用
文
は
日
本
古
典
全
集
（
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
、
昭
和
四
年
四
月
）

に
よ
っ
た
。

（
7
）
　
引
用
し
た
「
安
房
国
義
倉
帳
」
の
例
の
よ
う
に
、
「
都
合
」
が
「
井
・
合
」
「
惣
・
凡
」
な
ど
と
と
も
に
用
い
ら
れ
ず
、
単
独
で
用
い
ら
れ
る
場
合

も
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
総
合
計
」
の
意
を
有
す
る
「
都
合
」
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
井
・
合
」
「
惣
・
凡
」
な
ど
を
用
い
る
よ
り
も
強
調
す
る

こ
と
を
意
図
し
た
使
用
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
8
）
　
「
都
合
」
が
、
中
国
古
典
（
漢
籍
・
仏
書
）
　
の
中
に
あ
ま
り
多
く
見
出
さ
れ
な
い
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。

（
9
）
　
「
ス
ベ
テ
」
「
ア
ハ
セ
テ
」
に
は
、
達
文
「
都
合
」
の
よ
う
な
、
具
体
的
な
数
量
を
導
く
「
合
計
（
し
て
）
」
の
意
味
に
使
用
さ
れ
る
と
い
う
制
限

が
な
く
、
「
全
部
と
り
ま
と
め
て
」
「
す
べ
て
を
一
つ
に
と
り
ま
と
め
て
」
な
ど
広
い
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
1
0
）
　
「
都
合
」
が
「
総
合
計
」
の
意
か
ら
「
合
計
」
の
意
へ
と
変
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
注
（
7
）
に
触
れ
た
よ
う
な
強
調
の
意
味
合
い
も
薄
れ
て
い

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
惣
都
合
」
は
、
そ
れ
ま
で
「
都
合
」
が
担
っ
て
き
た
強
調
の
意
味
合
い
を
も
補
う
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

〔
附
記
〕
　
本
稿
は
、
平
成
十
年
度
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
期
研
究
集
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
ま
た
そ
の
他

の
機
会
に
小
林
芳
規
先
生
、
佐
々
木
勇
氏
な
ど
多
く
の
方
々
に
有
益
な
御
意
見
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
る
。

「
都
合
」
　
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て




